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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
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選
ば
れ
た
の
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か
。

　
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
私
た
ち

の
提
案
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、
市
長
を
は
じ
め
産

業
振
興
課
も
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
一
緒
に

や
っ
て
い
け
る
土
壌
が
あ
る
と

強
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

１
番
の
決
め
手
で
す
ね
。

　
２
つ
目
は
竹
原
の
立

地
に
魅
力
を
感
じ
た

こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
空
港
に
近
い
こ

と
や
、
瀬
戸
内
海
の

経
済
圏
に
対
し
て
も
、

他
県
と
実
証
が
や
り

や
す
い
と
思
っ
た
こ

と
で
す
。

株式会社サムライインキュベート

桶谷　建央さん
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と
は
何
で
す
か
。

　
私
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
支
援
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
資
金
を
投
入
し
て
起
業
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
に

企
業
の
株
式
を
取
得
し
て
、
企
業
が
成
長
し
て

い
く
、
例
え
ば
一
部
上
場
企
業
と
な
っ
た
り
す

る
と
株
が
上
が
る
の
で
、
持
ち
株
を
売
っ
て
対

価
を
得
る
と
い
う
や
り
方
で
、
長
い
ス
パ
ン
で

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
に
つ
い
て
は
、
高
専
の

学
生
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
金
集
め
は
私
た
ち
が
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
っ
て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
竹
原
市
さ

ん
に
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
未
来

技
術
人
材
育
成
事
業
に
よ
り
、
お
金
の

流
れ
を
作
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
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竹
原
の
人
に
分
か
り
や
す
い
形
で
の
事
業
展

開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回

に
つ
い
て
は
、
高
専
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
考
え
て
い
ま
す
し
、

結
果
的
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
直
接
的
な
関

わ
り
は
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
り
、

変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
成
功
事
例
を

取
り
入
れ
な
が
ら
関
係
人
口
増
加
の
資
本
と
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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行
政
に
望
む
こ
と
は 

 

何
で
す
か
。

　
一
つ
は
今
後
、
人
口
減
少
で
過
疎
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
竹
原
市
と
し

て
の
誇
り
の
質
は
落
と
さ
ず
、
関
係
人
口
を
増

や
し
て
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
利
他
的
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
社
会
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
取
組
と
し
て
、
竹
原
市
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
り
、
全
国
に
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
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　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて 令和4年度
当初予算可決！

●主な審査内容（全体審査から）

歴史的建造物活用社会実験等実施事業

Q： 歴史的遺産をどう活用しながら後世に伝えるか。
A：�歴史的価値を認識しつつ、公募した民間事業者を活用し
ながら、市民や観光客に魅力を発信していく。

景観形成推進事業

Q： 故郷の景観に対する今世の我々の矜持を保ち、施
策を通じて如何に子孫に継承、遺産となすべきか。

A：�本市の美しい自然環境、町並み保存地区に代表される歴
史的・文化的環境等を市民、事業者、行政が一体となっ
て、四季を彩る魅力溢れるまちとして景観形成に努める。

我元行共同墓地施設整備事業

Q： 危険箇所、老朽化等数多に及び修繕を必要とする
現状になっていることに鑑み、抜本的な対策を図
るべきでは。

A：�抜本的な対策には多額の財源が必要となることから、計
画的な経年劣化が顕著な箇所から修繕を行い、今後は持
続可能な行財政運営の中で考察していく。

学校適正配置推進事業

Q： 学校の配置転換が地域コミュニティ及び地域づく
りや「児童・生徒ファースト」の考え方へ多大な
影響を与えるのではないか。

A：�転換された学校のコミュニティ・スクールの組織を維持
する中で、児童・生徒を支援し、転換先の学校運営に保
護者等地域住民が関与できるよう図る。また、地域コミ
ュニティに存する課題については、教育委員会だけでな
く関係する他課と連携しながら対応することで、各々歴
史文化に基づく地域を支える。
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●賛成討論
　令和4年度予算については、昨年度対比で
は微増となっております。本市の現状と当初
予算の考え方の説明では、人口減少の抑制と
少子高齢化対策の取組の強化とされ、災害対
応については、本年度をもって復旧の目途が
ついたところであり、コロナ対応については、
順調にワクチン接種が進んでいるとの報告が
ありました。
　今後においても、引き続きの災害・コロナ
対応も必要でありますが、今回の予算におい
ては、「新しい生活様式」を軸とした町づく
り・人づくりの推進に向け大きく舵を切れる
予算と思いますし、市民にとっても分かりや
すい結果が出ることを期待し、また切に望み
まして、賛成討論と致します。

川本　円

●反対討論
①災害復旧と市民の安全・安心の予算では、
治山事業に伴う個人負担率40％の分担金は、
50年前の条例です。近年は豪雨災害等が頻発、
平成30年7月豪雨被災の復旧工事が取り残さ
れています。直ちに事業費の負担率10％に軽
減すべきです。
②新開土地区画整理事業は竹原市の人口減少
の歯止め施策としては有効に機能していませ
ん。事業効果が極めて低い公共事業は、即刻
凍結・中止すべきです。
③教員の過酷な長時間勤務の解消は、健康問
題と同時に、子どもの学習権を保障する上で
も重要な課題です。市教委の2目標の取組は
実現していません。早急に教員の業務整理と
時間外勤務の解消を実現すべきです。授業に
必要な副教材の保護者負担の解消は、コロナ
禍での子育て支援から急いで取り組むことが
必要です。� 松本　進

　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて
■予算特別委員会

委員長　山元　経穂　副委員長　川本　円　　
　令和4年第1回定例会において、議長を除く13名で構成される予算特別委員会が設置されまし
た。一般会計、特別会計、企業会計の当初予算9会計が本委員会に付託され、4回の個別審査の後、
市長臨席による全体審査を行い、これらの質疑を踏まえた上で討論・採決した結果、9会計議案
全てを原案のとおり可決しました。

■委員長報告による委員長要望
　委員長報告において、以下の3点を要望いたしました。
　①�次年度も財政健全化計画の取組期間であることから、継続して効率的・効果的な事業改善に
よる持続可能な行財政運営の実現を不断の努力で実行されること。

　②�令和3年7月大雨災害や平成30年7月豪雨災害からの一日も早い復旧・復興の実現はもとより、
次年度に予算化されている防災・減災事業にも早期に着手され、災害に強い安全・安心なま
ちづくりを目指し、本市の強靭化を成し遂げて頂くこと。

　　�また同時に、引き続き市民に各種災害への防災・減災意識の向上・啓発に努めて頂くこと。
　③�新型コロナウイルス感染症や国際紛争による市民への影響を熟慮の上、次年度においても従
前通り国・県と緊密に連携する中で、予算措置を含めて柔軟かつ機動的な施策の対応をする
こと。

討　　論
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●令和4年第1回定例会　議案概要・採決結果 令和4年2月15日～令和4年3月11日　○は賛成　×は反対　

議案
番号 議案名等 議案等の概要

付
　
託

委
員
会

金
　
森

下
垣
内

今
　
田

竹
　
橋

山
　
元

堀
　
越

川
　
本

井
　
上

大
　
川

道
　
法

宮
　
原

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議
決

結
果

議案
第 4号

令和 4年度竹原市一般会
計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 13,378,043
千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ × × × 原
案

可
決

議案
第 5号

令和 4年度竹原市国民健
康保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,028,468�
千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ 退
席

原
案

可
決

議案
第 6号

令和 4年度竹原市貸付資
金特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ
7,510 千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 7号

令和 4年度竹原市港湾事
業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ
61,189 千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 8号

令和 4年度竹原市公共用
地先行取得事業特別会計
予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ1千円と定め
るもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 9号

令和 4年度竹原市介護保
険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,550,177�
千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ × 原
案

可
決

議案
第 10号

令和 4年度竹原市後期高
齢者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 521,128�
千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ × 原
案

可
決

議案
第 11号

令和 4年度竹原市下水道
事業会計予算 予算規模を 928,402 千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 12号

令和 4年度竹原市水道事
業会計予算 予算規模を 1,062,888 千円と定めるもの

予
　
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ × × × 原
案

可
決

議案
第 13号 竹原市景観条例案

潤いのある豊かな生活環境の創造及び個性
的で活力ある地域社会の健全な発展に寄与
することを目的として、景観計画の策定に係
る指針及び景観法の施行に関し必要な事項
を定めるもの

民
　
生

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ 退
席

原
案

可
決

議案
第 14号 竹原市屋外広告物条例案

良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、
又は公衆に対する危害を防止するために、屋
外広告物について必要な規制を定めるもの

民
　
生

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ 退
席

原
案

可
決

議案
第 15号

竹原市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
案

県内の医療費等から推計された標準保険税
率を参考に各種税率及び税額を定めるとと
もに、地方税法の改正に伴い未就学児の均等
割額を減額するもの

民
　
生

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ 退
席

原
案

可
決

議案
第 16号

竹原市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改
正する条例案

非常勤職員の育児休業の取得要件を緩和す
るとともに、育児休業を取得しやすい勤務環
境の整備等に関する措置を講じるもの

総
　
務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 17号

令和 3年度竹原市一般会
計補正予算（第 13号）

歳入歳出それぞれ 703,377 千円を増額補正
するもの

総
　
務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 18号

令和 3年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算
（第 3号）

歳入歳出それぞれ 175,121 千円を減額補正
するもの

民
　
生

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 19号

令和 3年度竹原市貸付資
金特別会計補正予算（第 1
号）

歳入歳出それぞれ 360 千円を増額補正する
もの

総
　
務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 20号

令和 3年度竹原市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 13,244 千円を減額補正�
するもの

民
　
生

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 21号

令和3年度竹原市下水道
事業会計補正予算（第3号）

収益的収入 5,290 千円、収益的支出 4,350�
千円、資本的収入 3,763 千円、資本的支出
5,793 千円を減額補正するもの

総
　
務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

議案
第 22号

特別職の給与の特例に関
する条例の一部を改正す
る条例案

市長、副市長及び教育長の給与について、令
和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで
の給料月額を減額する特例措置を行うもの

総
　
務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

発議
第 4-1 号

竹原市議会議員の議員報
酬の特例に関する条例の
一部を改正する条例案

議員報酬の額を減額する特例措置を、令和�
5 年 3月 31 日まで延長するもの

省
　
略

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

発議
第 4-2 号

竹原市議会政務活動費の
特例に関する条例の一部
を改正する条例案

政務活動費の額を減額する特例措置を、令和
5年 3月 31 日まで延長するもの

省
　
略

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ 原
案

可
決

たけはら市議会だより2022（令和 4年）5月� 第 108 号（�6�）



… 主 な 議 案 …

議案第13号  竹原市景観条例案

議案第22号  特別職の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案

�・質　疑／ 景観条例の目指すものは将来未来に渡って竹原らしい景観を子々孫々に遺産として残
すためであり、市も公共物にかなりの予算を計上してしっかり対応することで、市民
や事業者も景観条例を理解、協力していく必要があるがどのように考えるのか。

・答　弁／�市も3年前から景観に対する検討を重ねてきた。可能な限り財政支援し、竹原らしい
景観を後世に残すために取り組んでいく。

・減額率／市長…7％　副市長…5％　教育長…3％

議案第17号  令和3年度竹原市一般会計補正予算（第13号）
■保育士等処遇改善臨時特例事業����������������������� 2,693千円
●内　容／�新型コロナウイルス感染症の対応と少子高齢化への対応が重なる最前線において働く保育

士等の処遇を改善するため、賃上げの取組を行う私立認定こども園に対し補助する事業
・質　疑／ 対象の私立認定こども園への分配の方法はどのようになるのか。
・答　弁／�園ごとに事業計画を出していただきますが、3％の賃上げが可能となるように予算計

上しています。

発議第4-1号  竹原市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部を改正する条例案
・減額率／3％

１月２７日　臨時会
　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　全議員会議
２月　９日　議会運営委員会
２月１５日　本会議
　　　　　　予算特別委員会
２月１７日　総務文教委員会
２月１８日　民生都市建設委員会
２月２１日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
２月２２日　本会議
２月２４日　本会議
２月２８日　予算特別委員会
３月　２日　予算特別委員会

３月　３日　予算特別委員会
３月　４日　予算特別委員会
３月　８日　予算特別委員会
３月１１日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　会派代表者会議
　　　　　　民生都市建設委員会
３月１２日　広島中央環境衛生組合 全員協議会
３月３０日　広島中央環境衛生組合 定例会
４月１５日　民生都市建設委員会
４月１８日　議員視察（広島中央エコパーク）
４月２２日　総務文教委員会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は2回開催しました。（2/15，4/8）

たけはら市議会だより第 108 号（�7�）� 2022（令和 4年）5月



質
問  

市
庁
舎
移
転
計
画
は
平

成
24
年
４
月
に
小
坂
政
司
元
市

長
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
２
年
後
に
退
任
さ
れ
た
。

平
成
26
年
に
吉
田
市
長
が
就
任
。

広
島
県
、
商
工
会
議
所
関
係
者

と
４
年
近
い
協
議
を
経
て
、
会

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
移
転
先
を
旧
福
祉
会
館

跡
地
へ
複
合
施
設
を
建
設
し
入

居
す
る
こ
と
で
、
吉
田
市
長
、

山
本
会
頭
間
で
大
筋
合
意
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
榮
市

長
が
平
成
30
年
就
任
。
市
長
は

選
挙
公
約
で
庁
舎
移
転
は
公
約

さ
れ
た
が
、
同
年
７
月
豪
雨
災

害
復
旧
と
財
政
再
建
を
優
先
に

取
り
組
む
と
し
て
、
合
意
案
は

令
和
元
年
９
月
に
白
紙
と
さ
れ

た
。
市
長
公
約
は
市
民
と
の
約

束
事
。
市
長
の
責
任
は
極
め
て

重
い
が
、
今
後
の
取
組
は
。

答
弁 

市
長 

商
工
会
議
所
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
委

員
会
で
移
転
先
候
補
地
の
検
討

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
庁
舎

移
転
に
向
け
て
の
道
筋
に
つ
い

て
は
、
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
財
源
に
つ
い
て
有
利
な
起

債
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、

実
現
へ
の
道
筋
が
つ
い
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
計
画
は
令

和
元
年
度
に
導
入
。
市
長
は
職

労
と
の
合
意
な
い
ま
ま
優
先
的

に
給
料
減
額
を
実
施
。
初
年
度

は
４
，
６
０
０
万
円
、
２
年
度

は
７
，
６
０
０
万
円
、
３
年
度

は
２
年
度
と
同
額
と
推
測
。
そ

の
他
、
市
内
企
業
の
大
型
事
業

完
成
に
伴
う
固
定
資
産
税
は
46

・
６
％
増
。
税
額
は
52
億
７
０

０
万
円
で
税
収
増
は
16
億
５
，

５
４
３
万
円
。
地
方
交
付
税
は

42
・
２
％
減
と
な
り
、
税
額
は

16
億
３
，
０
０
０
万
円
か
ら
11

億
８
，
８
０
０
万
円
が
交
付
税

減
。
固
定
資
産
税
増
は
４
億
６
，

６
５
８
万
円
と
な
り
ま
す
。
令

和
３
年
度
市
債
発
行
額
は
９
億

４
，
４
０
０
万
円
。
市
債
発
行

残
高
は
１
４
４
億
３
，
９
０
０

万
円
。
令
和
３
年
末
財
政
調
整

基
金
は
５
億
９
，
２
０
０
万
円
。

今
後
の
庁
舎
移
転
や
大
型
事
業

の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

庁
舎
移
転
に
係
る

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
借

入
は
、
概
算
事
業
費
約
20
億
円

の
う
ち
防
災
・
減
災
事
業
分
と

し
て
約
６
割
が
本
起
債
の
対
象

と
な
る
見
込
み
で
す
。
委
託
費

等
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化

の
一
環
と
し
て
事
務
事
業
を
見

直
し
て
、
毎
年
事
業
の
費
用
対

効
果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●庁舎移転問題について
●財政健全化計画について 動 画

質
問  

携
帯
電
話
の
取
扱
い
等

に
つ
い
て
、
広
島
市
で
は
、
小

・
中
学
生
を
対
象
に
、
「
午
後

９
時
以
降
は
送
信
し
な
い
。
遅

く
と
も
10
時
ま
で
に
は
電
源
を

切
る
。
10
（
テ
ン
）
オ
フ
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

答
弁 

教
育
長 

子
供
を
デ
ジ
タ

ル
依
存
か
ら
守
る
た
め
に
必
要

な
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
護
者
が
そ
の

利
便
性
や
危
険
性
を
十
分
に
理

解
し
た
上
で
、
各
家
庭
に
お
い

て
携
帯
電
話
を
児
童
・
生
徒
に

持
た
せ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
家
庭
で
ル
ー
ル
づ

く
り
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
市
内
の
全
学
校
に
お
い
て
、

携
帯
電
話
の
家
庭
で
の
使
用
ル

ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
啓
発
を

行
う
保
護
者
対
象
の
携
帯
安
全

教
室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
と
の
関
わ
り
方

を
、
児
童
・
生
徒
自
ら
が
考
え
、

ツ
ー
ル
と
し
て
選
択
し
、
効
果

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
民
間
の

力
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

答
弁 

教
育
長 

民
間
企
業
等
と

の
連
携
や
協
力
の
形
態
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
と
し
て
直
接
児
童
・
生
徒

の
指
導
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
、
多
様
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
学
校

の
実
態
等
も
踏
ま
え
た
様
々
な

手
法
の
導
入
を
検
討
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

空
き
家
の
相
談
窓
口
は

一
本
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

令
和
４
年
度
か
ら

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
都

市
整
備
課
に
集
約
し
、
相
談
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

質
問  

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
制
度

要
綱
な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

平
成
21
年
４
月
１

日
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
実
施
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
実
施
要
綱
」

を
制
定
し
、
取
組
を
開
始
し
て

お
り
、
空
き
家
と
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
観
点
か
ら
、
現
に
居

住
し
て
い
な
い
建
物
に
加
え
、

近
く
居
住
し
な
く
な
る
予
定
の

建
物
も
含
め
て
運
用
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
● 子どもたちをデジタル依存にしないための 

対策について
●空き家の活用について 動 画
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質
問  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
遅
れ
は
、

感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
拡
大
の
要
因
の
一
つ
で

す
。
市
内
で
も
無
料
で
実
施
で

き
る
体
制
が
必
要
で
す
。
学
校

・
こ
ど
も
園
、
介
護
・
福
祉
施

設
等
の
検
査
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

県
内
全
域
の
住
民

又
は
通
勤
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
設
置
数
の
拡
大
、
介

護
施
設
は
月
２
回
の
定
期
検
査

の
実
施
な
ど
、
県
内
１
日
１
万

件
の
検
査
体
制
に
拡
充
さ
れ
、

市
内
13
カ
所
の
医
療
機
関
で
診

療
・
検
査
で
き
ま
す
。

質
問  

広
島
県
水
道
企
業
団
の

基
本
理
念
に
「
…
良
質
な
水
を

供
給
」
と
あ
る
が
、
県
水
受
水

と
竹
原
市
・
中
通
水
源
の
原
水

は
ど
ち
ら
が
良
質
で
す
か
。

　
県
水
の
原
水
は
太
田
川
の
取

水
で
大
腸
菌
・
一
般
細
菌
を
検

出
し
て
い
ま
す
。
県
水
だ
け
カ

ビ
臭
検
査
が
な
ぜ
必
要
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

県
水
と
中
通
の
原

水
の
水
質
は
、
検
査
項
目
が
異

な
る
こ
と
か
ら
比
較
で
き
ま
せ

ん
。
カ
ビ
臭
検
査
を
県
は
定
期

的
に
実
施
し
て
お
り
、
竹
原
市

は
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

新
成
井
浄
水
場
の
新
設

は
、
市
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
緩

速
ろ
過
方
式
で
す
。
緩
速
ろ
過

方
式
は
薬
品
を
使
わ
ず
、
自
然

に
や
さ
し
い
・
お
い
し
い
水
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

ぜ
、
変
更
す
る
の
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

急
速
ろ
過
方
式
の

採
用
で
す
。
平
成
30
年
の
災
害

で
東
野
水
源
地
が
濁
り
、
急
速

ろ
過
で
あ
れ
ば
あ
る
程
度
の
濁

り
水
を
処
理
で
き
る
こ
と
か
ら

計
画
し
て
い
ま
す
。

質
問  

企
業
団
へ
の
加
盟
は
、

水
道
事
業
の
民
営
化
の
先
駆
け

で
あ
り
、
自
治
事
務
の
大
幅
な

制
限
で
す
。

答
弁 

市
長 

企
業
団
の
運
営
は

将
来
に
わ
た
り
、
民
営
化
は
予

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
執
行
機

関
や
議
会
は
適
切
に
運
営
さ
れ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問  

市
教
委
「
働
き
方
改
革

取
組
」
で
子
ど
も
と
の
時
間
確

保
や
教
員
の
長
時
間
勤
務
縮
減

の
２
目
標
の
進
捗
状
況
は
。
教

員
の
授
業
準
備
は
労
働
時
間
に

入
り
ま
す
か
。

答
弁 

教
育
長 

２
目
標
は
達
成

し
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
準
備
は
、

教
材
の
研
究
・
作
成
、
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
の
分
析
等
、

極
め
て
広
範
囲
に
渡
り
、
明
確

な
定
義
や
労
働
時
間
に
含
ま
れ

る
か
否
か
の
線
引
き
は
困
難
で

す
。

質
問  

財
政
的
に
も
有
利
な
集

落
支
援
員
制
度
を
活
用
さ
れ
、

新
た
な
視
点
か
ら
地
域
を
見
直

し
、
地
域
の
活
動
や
暮
ら
し
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
政
と
地
域
の
住
民
が

協
働
し
、
「
元
気
な
竹
原
市
の

実
現
」
に
向
け
て
推
進
し
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
市
長

の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 
住
民
自
治
組
織
は
、

自
治
会
を
は
じ
め
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
元
消
防
団
、
女
性
会
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
や
活
動
を
活
か
し
て
、

地
域
の
課
題
は
地
域
で
考
え
、

解
決
す
る
取
組
に
よ
り
地
域
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
住
民
自
治

組
織
に
お
い
て
、
課
題
解
決
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
を
含
め
、

集
落
支
援
員
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
域
づ
く
り
の
１
つ
の
手

段
と
し
て
、
将
来
的
に
検
討
課

題
と
し
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

債
権
管
理
条
例
を
策
定

さ
れ
て
い
る
他
市
に
倣
い
、
本

市
の
実
情
に
則
し
た
債
権
管
理

条
例
を
策
定
し
て
頂
き
、
統
一

的
な
処
理
基
準
を
定
め
ら
れ
、

債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
や

各
所
管
部
署
が
も
つ
徴
収
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
歳
入

の
確
保
に
取
り
組
ま
れ
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

答
弁 

市
長 

ご
指
摘
の
と
お
り
、

統
一
的
な
処
理
基
準
を
定
め
、

情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
公
債
権
と
同
様
に
納
付

能
力
の
有
無
を
見
極
め
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
厳
格
に
対

処
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
円
滑
な
滞
納
処
理
を

行
う
こ
と
で
、
徴
収
事
務
の
効

率
化
と
滞
納
繰
越
額
の
圧
縮
を

図
る
こ
と
や
、
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
横
断
的
に
関
係
部
署
へ

繋
げ
る
配
慮
や
徴
収
停
止
を
行

え
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
債
権
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
岐
に
わ

た
る
債
権
の
状
況
等
の
把
握
や

回
収
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

な
ど
課
題
整
理
が
必
要
で
あ
り

ま
す
が
、
他
市
町
の
事
例
等
を

参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●新型コロナウイルス感染防止対策について

●広島県水道企業団から脱会して竹原市の自己水源を守れ!
●教員の過酷な長時間勤務の解消を重要視せよ!

動 画

竹
たけはし

橋　和
かずひこ

彦 ●集落支援員の活用について
●財政健全化に向けた取組について 動 画
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質
問  

本
川
流
域
は
国
の
防
災

減
災
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
五

カ
年
加
速
化
計
画
（
令
和
３
年

度
―
令
和
７
年
度
）
と
連
携
し

て
、
重
点
的
か
つ
集
中
的
に
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
野
町
大
王
地
区
で
は
、

浸
水
対
策
事
業
が
令
和
２
年
度

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
取
り
組
ま
れ
た
対
策
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 
管
渠
施
設
、
ポ
ン

プ
施
設
の
設
置
、
令
和
２
年
６

月
設
計
業
務
実
施
、
令
和
３
年

６
月
ポ
ン
プ
施
設
用
地
取
得
、

令
和
３
年
７
月
再
度
大
雨
災
害

発
生
の
た
め
、
同
12
月
水
路
の

緊
急
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

本
川
流
域
へ
の
防
災
・

減
災
に
資
す
る
強
靭
化
の
取
組

と
は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

広
島
県
に
て
流
量

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

具
体
的
な
浸
水
対
策
事
業
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
竹

原
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
基
に

ポ
ン
プ
施
設
等
に
係
る
設
計
内

容
を
変
更
し
ま
す
。

質
問  

計
画
地
は
、
三
原
市
民

と
竹
原
市
民
の
水
道
水
源
の
上

流
に
あ
た
り
、
処
理
場
の
廃
水

な
ど
で
水
源
が
汚
染
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
地
形
か
ら
流

れ
出
る
水
の
７
割
は
竹
原
側
に

流
れ
て
い
く
分
水
嶺
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
は
汚
染
の
恐
れ
を

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

水
質
汚
染
に
つ
い

て
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準

を
満
た
す
こ
と
で
許
可
が
な
さ

れ
て
い
る
故
、
事
業
者
が
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
で
地
下
水
や

水
源
を
汚
染
す
る
恐
れ
は
な
い

と
判
断
さ
れ
、
法
令
順
守
徹
底

の
た
め
の
監
視
と
指
導
を
適
切

に
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、

水
質
基
準
は
守
ら
れ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問  

三
原
市
で
は
現
在
水
道

事
業
を
保
護
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
る
た
め
、
市
民
の
意

見
を
聞
く
会
が
開
か
れ
、
市
議

会
で
は
毎
回
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
質
疑
応
答
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
竹
原
市
に
お
い
て
も
、
三

原
市
と
同
様
に
活
発
な
対
応
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
三
原
市
と
の
意
見
交
換

等
打
合
せ
は
行
わ
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

三
原
市
と
は
十
分

に
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
現
在
三
原
市
が
行
っ
て
い

る
意
見
聴
取
に
基
づ
く
対
応
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

里
親
制
度
と
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
児
童

虐
待
件
数
は
過
去
最
多
、
子
供

た
ち
を
力
強
く
支
援
す
る
対
策

が
急
務
で
す
。
里
親
制
度
拡
充

の
認
識
と
虐
待
相
談
件
数
、
児

童
相
談
所
送
致
の
現
状
を
お
聞

き
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

里
親
制
度
は
「
週

末
里
親
」
「
季
節
里
親
」
の
活

用
も
聞
い
て
い
ま
す
。
他
市
の

先
進
事
例
も
参
考
と
し
、
支
援

の
充
実
に
向
け
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
、
児
童
虐
待
の

状
況
は
、
虐
待
相
談
件
数
53
件
。

他
機
関
斡
旋
９
件
、
児
童
相
談

所
送
致
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
親

の
世
話
や
家
事
、
介
護
に
よ
り
、

子
供
ら
し
く
過
ご
せ
る
権
利
や

教
育
を
阻
害
さ
れ
、
人
権
に
関

わ
る
社
会
問
題
で
す
。
教
育
現

場
を
対
象
に
調
査
と
あ
り
ま
す

が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
識

と
実
態
把
握
、
今
後
の
支
援
体

制
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

全
国
規
模
の
調
査

で
中
学
２
年
生
で
５
・
７
％
、

高
校
２
年
生
で
４
・
１
％
ケ
ア

の
実
態
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の

案
件
か
ら
状
況
を
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
支
援
の
在
り
方

等
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

が
ん
治
療
に
よ
り
脱
毛

し
た
髪
が
生
え
揃
う
ま
で
使
用

さ
れ
る
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
価

格
の
高
さ
に
、
広
島
県
も
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
て
、
購
入
の
半
額
を
支
援
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
市
独
自

で
補
助
率
を
上
げ
、
当
事
者
の

負
担
軽
減
に
な
る
よ
う
努
力
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

外
見
変
化
に
起
因

す
る
心
理
的
軽
減
を
す
る
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
を
推
進
す
る
た

め
、
広
島
県
で
は
購
入
費
の
２

分
の
１
、
上
限
５
万
円
の
助
成

を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

も
情
報
提
供
を
行
い
、
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子

宮
頸
が
ん
）
に
つ
い
て
積
極
的

な
接
種
勧
奨
が
再
開
と
な
り
ま

し
た
。
７
年
間
接
種
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
情
報
提
供
、
相
談

支
援
体
制
、
医
療
体
制
の
維
持
、

確
保
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

答
弁 

市
長 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
の
対
象
者
７
８
３
名
に
対

し
案
内
通
知
、
接
種
券
、
予
診

票
を
個
別
送
付
し
ま
す
。
竹
原

地
区
医
師
会
と
連
携
し
、
個
別

通
知
の
際
に
は
相
談
先
等
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

金
かねもり

森 保
やすなお

尚 
●�豪雨災害等の復旧復興強靭化対策のスピード感
をもった対応について
●�産業廃棄物の本郷安定型最終処分場�
建設について

動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江 ●子育て・教育について
●がん対策の支援について 動 画

たけはら市議会だより2022（令和 4年）5月� 第 108 号（�10�）一 般 質 問



民 生 都 市 建 設 委 員 会
令和4年3月11日　　

二級河川本川及び本川流域に係る浸水対策について
要旨 　 二級河川本川については、平成30年7月豪雨及び令和3年7月大雨により、河川の氾濫や内

水の氾濫により甚大な家屋浸水被害等が発生したことから、河川管理者である広島県にお
いては、本川の河道拡幅及び橋梁架替、護岸の嵩上げなどの流域治水対策を実施すること
にしており、本市においても県と連携し、内水対策としてバイパス管路工事、排水施設整
備（ポンプ新設）、雨水貯留施設整備の検討を行っています。

質問　�バイパス管路工事については、直角に曲がった箇所もあるが、直線の管路にする方が効果
的と考えるが、この対策で対応可能かどうか伺いたい。

答弁　�バイパス管路工事については、県の計画と連携して進める必要があり、現在調整中である
が、必要な断面積を確保した計画とすることから問題ないと考えている。

要望　�災害にあっても被害がないような対策をすることが重要であるが、この浸水対策をするこ
とで本川下流域はどのようになるのか。今後、委員会で下流域も含めた本川の全体像を示
され、丁寧な説明をして頂きたいとの意見がありました。

対
策
手
法(

イ
メ
ー
ジ)

▼

可
道
を
拡
幅
し
た
り
、
橋
梁
の
架
替
に
よ
り

桁
を
上
げ
る
な
ど
、
河
道
の
断
面
を
大
き
く

し
、
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

【 改良復旧事業の概要 】

たけはら市議会だより第 108 号（�11�）� 2022（令和 4年）5月
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お 知 ら せ
検索

竹原市議会

▲高専・商専の学生のプレゼンテーションの様子

　
私
事
で
す
が
、
２
月
に
初
孫
が

誕
生
し
、
娘
と
も
ど
も
里
帰
り
で

只
今
、
奮
闘
中
で
あ
り
ま
す
。

　
私
と
妻
で
許
す
限
り
世
話
を
す

る
の
で
す
が
、
な
ん
せ
何
十
年
ぶ

り
の
赤
ち
ゃ
ん
な
の
で
、
ど
う
接

す
れ
ば
良
い
の
か
試
行
錯
誤
の
毎

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
我
が
子

の
時
は
夜
泣
き
が
ひ
ど
く
大
変
だ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、

孫
は
優
秀
な
の
か
、
そ
こ
ま
で
ひ

ど
く
な
い
よ
う
で
す
。
で
す
が
、

娘
は
授
乳
と
睡
魔
と
の
戦
い
で
少

し
お
疲
れ
モ
ー
ド
の
様
で
す
。
代

わ
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
が
、
こ
れ

ば
か
り
は
何
と
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
娘
の
苦
労
を
よ
そ
に
、
孫
の
寝

顔
に
た
だ
単
に
癒
さ
れ
、
嬉
し
い

ば
か
り
の
時
間
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
健
や
か
に
と
願
う

今
日
こ
の
頃
。

　
が
ん
ば
れ
新
米
マ
マ
さ
ん
、
が

ん
ば
れ
新
米
赤
ち
ゃ
ん
。川

本　
円

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長�

○
副
委
員
長

　
◎
井
上
美
津
子
　
○
今
田
　
佳
男

　
　
下
垣
内
和
春
　
　
川
本
　
　
円

　
　
宇
野
　
武
則
　
　
松
本
　
　
進

編
集
後
記

特
集
後
記

　
㈱
サ
ム
ラ
イ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト

が
竹
原
に
求
め
た
も
の
の
一
つ
は
、

市
民
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る

竹
原
の
立
地
で
あ
り
、
取
材
し
て

改
め
て
竹
原
の
良
さ
で
あ
る
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
行
政
と
の
高
専

発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
は
、
全

国
か
ら
８
校
が
竹
原
で
起
業
支
援

を
受
け
る
予
定
で
す
。
竹
原
に
来

て
も
ら
う
に
も
空
港
か
ら
近
い
と

い
う
こ
と
は
有
利
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
竹
原
市
に
来
ら

れ
た
方
た
ち
に
、
町
並
み
保
存
地

区
の
美
し
さ
等
を
地
元
に
戻
っ
て

Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
再
度

竹
原
市
へ
観
光
に
来
て
も
ら
え
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
竹
原
市
の
良
さ
を
全
国
に
発

信
し
て
、
関
係
人
口
増
加
に
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

井
上
美
津
子

特　集

サ
ム
ラ
イ　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
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